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平安女流文学の繁栄
平安時代中頃、それまで主流
だった漢字に替わり、より簡
単なかな文字が発達したこと
から女性たちによる執筆活動
が盛んになりました。中でも
中央貴族らが息子や娘の教育
係にと集めた優秀な女性たち
が作家として活躍し、「源氏物
語」や「枕草子」などの優れた
文学作品が生まれました。

『源氏物語』に登
場する女性・夕
顔の住居のモデ
ルとなった地域
に立つ碑です。
この辺りは地名
も「夕顔町」と言
い、彼女の名前
にちなんで付け
られたと伝えら
れています。 古くから「縁切りの井戸」と呼

ばれ、この水を汲んで相手に飲
ませると、その人との悪縁が切
れると伝えられてきました。現
在、井戸の水は汲むことができ
ません。

女人守護で有名な神社。境内に
ある天之真名井（あめのまな
い）の水は歴代天皇の産湯に用
いられた名水です。
●9時～16時30分
●075-361-2775

後白河法皇ゆかりの持仏堂（ふ
だん信仰している仏像を安置
した堂）。堂内に安置されてい
る阿弥陀如来像、後白河法皇木
像はともに重要文化財です。
※通常非公開

東本願寺の飛地境内地。光源氏
のモデルと言われる源融の邸
宅・六条河原院を模した庭園は、
四季折々の風情が楽しめる国の
名勝です。
●9時～ 15時30分（受付） 
●500円以上　●075-371-9210

「源氏物語」や「枕草子」など、数多くの女流文学者たちの名作が生まれた平安時代。中でも世界に誇る「源氏物語」を中心に、光源氏
のモデル「源融」邸宅の庭園をモデルにしたといわれる渉成園など、文学ゆかりの地を巡ります。

渉成園 ⓒ真宗大谷派（東本願寺）
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